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(1) 経時的変化:高張培養液を用いて培養後 0 、 8 、 16、 24、 48時間後のミオイノシトール輸送活性を測定した。
(2) 浸透圧依存性:培養液の浸透圧を300 ，._500m Osm/kgにした場合についてミオイノシトール輸送活性を測定し
fこ。
3. 腹膜中皮細胞の Na+/myo・inositol cotransporter (SMIT) mRNA 発現変化について:腹膜中皮細胞を高浸透























3. 腹膜中皮細胞の SMIT mRNA 発現変化について: SMIT mRNA 発現レベルは、高浸透圧培養液に変更後 8 時間
でピークとなり約11倍を示した。
4. 高浸透圧環境下における腹膜中皮細胞の生存にあたえるミオイノシトール競合阻害剤 MMI の影響: MMI を 0.5
mM、 1mM、 2mM添加し高浸透圧培養液で培養すると、 MMI非存在下で培養した対照群と比較して有意にコロ
ニー形成は制御された。さらにそれぞれに添加した MMI の 3 倍濃度のミオイノシトールを同時に添加すると MMI
のコロニー形成阻害作用が部分的に抑制された。
【総括】







圧下での腹膜中皮細胞の生存に重要な役割を果たすことが明らかとなった。 CAPD 施行中の腹腔内では、一日 4 回
の液交換の際に急激な浸透圧上昇が生じ、その後除水に伴い徐々に浸透圧は低下する o これに対し腹膜中皮細胞では
ミオイノシトールの蓄積は緩徐に行われ、 CAPD 時の急激な浸透圧上昇には十分に適応できない可能性が本研究よ
り示唆される。高浸透圧透析液の使用が一因と考えられている腹膜の機能の低下や組織変化の病態解明、治療戦略に
新たな方向性を与えるもので臨床的にも意義深いものであり学位の授与に値すると考えられる o
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